
　　　　

2025 年 1 月 28 日

9 時 0 分から 17 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 「尊厳」「信頼」「先駆」「共同」

事業所名 放課後等デイサービス　第二にじっこひろば 作成日支援プログラム

○認知スキルの向上:パズルゲームや知育玩具、カードゲームなどを通じて、問題解決力、理解力、記憶力を育みます。
○自己調整のスキルの向上:感情の認識とコントロール、タイムスケジュール管理など自己調整の能力を養います。

○コミュニケーションスキルの向上:日常会話や絵本、共通の活動を通じて、日常会話のスキルや社会的適応力、コミュニケーションスキルを養います。
○コミュニケーション手段の活用:絵カード、写真、ジェスチャーなどを用いて、言葉が難しい子どもたちへのコミュニケーションをサポートいたします。
○言語発達支援:発音や語彙力の向上のため正しいことばの使い方をサポートいたします。

○社会参加活動:地域のイベントへの参加、公園など公共施設の利用、地域のお店でのお買い物などを通じて、地域とのつながりを大切にし、社会参加を促します。
○ソーシャルスキルの向上:挨拶や感謝、謝罪などの必要性および適切な言葉かけを伝え、友達や異年齢の他者とのかかわり方を学びます。
○自己肯定感の育成:様々な活動を通じ成功体験を大切にし、自己肯定感を高めます。
○協力活動:クッキングや製作活動、ボードゲームなどを通じて、他児とのやり取りを楽しみながら、チームワークや協調性を養います。

支援方針

・さまざまな体験を積み重ね、自己の可能性を開いていくことを大切にした支援を行います。
・望ましい発達を促していく環境を様々な角度から考えて作り出し、遊びや生活の充実、発展することを援助していきます。
・好奇心や探求心をもち、問題を見出し解決する力を育みます。　・一人ひとりのありのままを尊重し、安心して過ごせる場や支援を行います。
・学校、家庭とは異なる「第3の生活の場」を充実させ、「できた」「たのしい」「おちつく」などの気持ちを大切にし、子どもの発達や成長を促します。

営業時間 送迎実施の有無
平日:学校迎え、自宅送り

土曜、長期休暇等:自宅迎え原則なし、自宅送り

主な行事等

○季節の行事:夏祭り、水遊び、ハロウィンイベント、クリスマス会等の開催
○外出:地域の公園、施設等のお出かけ、地域のイベントへの参加
○建屋イベント:お餅つき、創立記念イベント　など
○家族交流会：「座談会」「勉強会・講演会」「保護者参加型イベント」など

家族支援

○面談・カウンセリング:必要に応じて実施をしております。電話や対面での面談を実施し、日常
的な悩みの相談など保護者様の心のケアをサポートいたします。。
○家族交流会:1年に1回～2回家族交流会を行い、日常的な悩みの相談、知識の共有といった交流
の機会を設置しております。

移行支援

○情報の共有、提供:必要に応じ、学校など関連機関への情報の共有、提供も行っております。
○進路・就職へのサポート:保護者の同意のもと、就学時においては認定こども園や児童発達支援等
と、支援学校高等部卒業時には進路先となる障害福祉サービス事業所や学校等と連携してライフス
テージの移行を支援しております。

地域支援・地域連携

○地域施設の利用:公共施設の利用
○広報誌の発行:年4回建屋の広報誌の発行を行い、施設の状況などを地域の方へ発信しておりま
す。また、施設スペースの解放なども実施しております。
○緊急時の地域連携:福祉避難所として地域と連携し、防災訓練を実施しております。

職員の質の向上

○定期的な研修等への参加:法人内や法人外で開催される研修への積極的な参加を
行い、職員のスキル向上を行っています。また、自立支援協議会への参加を行
い、実践的なスキルや知識の向上にも努めております。

支　援　内　容

○健康状態の維持改善：日常的な生活の中で、「運動遊び等による活発的な活動」、「手洗い等による病気の予防」といった健康状態の維持を目指します。
○生活リズムの形成:スケジュールやプログラムの設定を通じて、安定したリズムで過ごせるようサポートします。
○生活スキル:身だしなみや食事のマナー等の生活スキルの向上が図れるようサポートします。

○感覚・感触遊び:制作活動や粘土、スライム、水などを使った手先の遊びにより、感覚を刺激する様々な活動を行います。また、トランポリン、バランスボール、なわとびを使用した活動などを通じ、姿
勢の維持やバランス感覚、空間認識の力を養います。
○運動遊び:ボールや道具を使用した運動を通じて身体や力の使い方、手先の感覚を向上します。
○音楽・リズム遊び:音楽に合わたダンスやリズム遊び、カラオケ機器利用し、リズム感や他者との共感力を育みます。
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